





　2005 年度から 2007 年度の 3 回にわたって、初等教員養成のための科目「教科教
育法算数」での教職指向性の変化を調べている。ここでの、「教職指向性」は、質問























前（9 月 19 日）と履修後（2008 年 1 月 9 日）との 2 回の時期に、それぞれ履修者
に答えさせた。履修前の回答者は、56 名、履修後の回答者は 54 名であったが、こ
の 2 つの時期の両方に答えることができたものは、48 名であった。
　履修の前であるか、後であるかに拘わらず、合計 110 のサンプルとみなし、調査
問題の各項目に対する７件法による回答への因子分析を行なった（３）。その結果、固










Ｑ 01 0.617 0.383 0.786
Ｑ 02 0.320 0.680 0.566
Ｑ 03 0.021 0.979 0.145
Ｑ 04 0.345 0.655 0.587
Ｑ 05 0.222 0.778 0.472
Ｑ 06 0.525 0.475 0.725
Ｑ 07 0.660 0.340 0.812
Ｑ 08 0.026 0.974 0.161
Ｑ 09 0.035 0.965 0.188
Ｑ 10 0.433 0.567 0.658














行なった。2005 年度・2006 年度を合併したデータでは、変数 2 に対応するものの











































































































・ （+0.28）先生も授業でおっしゃっていたのですが , 教室の造りです。自分は田舎の
公立小学校に通っていたので『これが教室 !?』と驚きました。






　それぞれの感想に関して、変数 1 ～ 5 を判定し、名簿から変数 6（性別）の値を
決めた。その件数を表 2 へ記す。これらの 6 つの変数を説明変数として、2．に述べ
ダミー変数 変数 1 変数 2 変数 3 変数 4 変数 5 変数 6
1 4 17 7 8 14 19
0 29 16 26 25 19 14
表２：電子掲示板に記された感想に対する特徴の判定の数
表３：感想の特徴を説明変数とする重回帰分析
回帰係数 ｐ値 検定 下限（5％） 上限（5％）
定数項 ＋ 0.256 0.42 － 0.387 ＋ 0.899
変数１ ＋ 0.840 0.03 ＊ ＋ 0.088 ＋ 1.591
変数２ ＋ 0.496 0.051 － 0.003 ＋ 0.995
変数３ ＋ 0.306 0.30 － 0.286 ＋ 0.898
変数４ － 0.132 0.62 － 0.672 ＋ 0.409
変数５ － 0.368 0.13 － 0.854 ＋ 0.119












































































数とした重回帰分析－」『初等教育論集』第 9 号（2008）pp.1-13. へ、つぎのように記した。
 　11 の項目全体としては、「教職指向性」を調べるものであったが、因子得点を用いるこ
とによって、3．、8．、9．の 3 問の寄与を相対的に弱めたことになる。




（3） 主因子法バリマックス回転。処理は StatPartner によった。
（4） 計算は、MS-Excel によった。
